
校長 平田 義高
「磨く」とは…
「令和初の新年」とお祝いムードに包まれスタートした今年です

が、あっという間に２月を迎えます。暖冬という予報の通り、朝晩
の冷え込みこそ冬らしさを感じますが、大寒や酷寒という言葉とは
違う季節のような日々が続きます。
今日は節分。明日、２月４日は立春です。いつの間にかつぼみを

つけた桜も春を待っているかのようです。
令和元年度も１０ヶ月が経ちました。子どもたちも大きく成長し、

次の学年へ準備が整ってきました。「○年生が○年生らしくなって
きた。と感じると進級を迎える」と言われます。子どもが伸び
ていく姿を見るとうれしくなります。

子どもたちが楽しみにしている昼休みの後は、掃除の時間です。
暖冬とはいえ、水はとても冷たい季節です。この時間に校内を巡
回すると、冷たい風が吹き抜ける廊下の床を手を真っ赤にしなが
ら力を込めて一生懸命水ぶきしている６年生がいます。便器の汚
れを何度も何度もこすって落としている５年生の姿も見られます。
１年生も自分の役割を覚え、がんばって掃除をしています。
学校には、清掃の時間があります。日本の公立義務小中学校で

は、学制発布以来続けてきた大切な活動です。明治の時代、鏑木
学校（八木北小学校の創立時の名称）の子どもたちも一生懸命や
っていたことでしょう。
「掃除の時間を見れば、その学級がわかる」という先輩の言葉を

思い出します。私も掃除がしっかりできる子は、何を任せても信頼
できる子であると思っています。
学校での清掃は、二つのものを「磨く」と思っています。
一つは自分たちが使った教室や廊下、机などを磨いてきれいに

することです。使う人が気持ちよいと思えるようにきれいにする
ことです。清掃の本来の目的です。
もう一つは、心を磨く時間だと思っています。一生懸命作業す

ることで心が磨かれます。自分を見つめることにもなります。一
番身近な奉仕活動。自分たちで使った場所は、自分たちできれい
にする。当たり前のことですが、そう簡単にはできないことです。
寒い季節のぞうきんがけは大人でもつらいものです。だからこそ、
しっかりと意欲的に取り組む子どもは立派だと思います。最近、
そんな子どもが増えてきたように感じ、とてもうれしく思います。

「自分らしく、気合いの入った相撲でやっていきます。」
德勝龍関
先週の日曜日、大相撲の優勝インタビューで、国技館を見渡し

た德勝龍に「この光景、どう見えていますか」との質問に対する
答えが「自分なんかが優勝していいんでしょうか。」でした。会
場は爆笑です。これに対してのインタビューアーの返しも最高で
した。「みなさん、結びの一番の大関戦を見れば、納得の優勝だ
と思います。」に大きな拍手。さすがプロです。このやりとりに
惹かれ、最後まで見てしまいました。
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「一番下（番付）なので怖いものはない。」「うそです。バリバリ（インタビューの）練習し
ていました。」「大変なことをやってしまいました。（９８年ぶりの奈良県出身力士の優勝に）」
「もう３３歳ではなく、まだ３３歳と思って」等々
次々出てくる言葉に人柄の良さ、ユーモア、ポジティブな考え方、恩師への感謝気持ちなど

大変魅力的な受け答えでした。これから応援していきたいと思わせる笑いと涙の優勝インタビ
ューでした。
「来場所、改めてどんな相撲を取っていきますか。」の質問に「自分らしく気合の入った相

撲でやっていきます。」自分の力を信じて、でも過信せず、そして背伸びせず。德勝龍のファ
ンになってしまいました。 「自分らしく いきいきと」本校の目指す職員像です。

インフルエンザを初めとした感染症予防を
学校でも警戒はしていたのですが、先月インフルエンザの感染拡大予防のために学級閉鎖を

３クラス行いました。現在、収束の方向に向かっていますが、市内ではＢ型も出始めています。
今後も気を引き締めて対応していきたいと考えています。ご家庭でも実践されていると思いま
すが、今後も油断をせず毎日の手洗い・うがいの励行、栄養をとってしっかり睡眠をとるとい
った予防策をお願いします。そして、「体調がすぐれない。」と感じたらすぐに医師に診てもら
うようにお願いします。
２月は、今年度最後の授業参観が予定されています。授業の姿を通して、１年間の成長を感

じていただけたらと考えています。
一人ひとりの子どもたちのめあてを振り返らせ、学習や生活への取り組みを通して、次の学

年への希望や心構えを持たせたいと思います。

〈書き初め〉

１月１５日・１６日に校内席書会を行いました。書道ボランティアの方々の指導をいただ

きながら、皆、真剣な表情で熱心に文字を書き、堂々とした、新しい年の決意の表れる作品と

なりました。優秀な作品は校内書き初め展で金賞に選ばれました。

また、千葉県小・中・高校書き初め展にもたくさんの出品がありました。書星会賞を受賞し
た皆さんを紹介します。
【１年】 【２年】 【３年】
前田優季奈 川島 汐織 髙橋 梨愛
前田 梨奈 瓶子 優月 松岡里佐子

木村 結衣 大森 文乃
中屋 陽里 森田 恭丞

武藤 舜
【４年】 【５年】 【６年】
深瀬 美音 酒井 遥香 亀渕 舞花
杉田茉莉花 庄司 桜子 上田 りお
石川 琳夏 慶田 佳子

中島 蓮

〈教育相談〉

先日は、「学校生活アンケート」にご協力ありがとうございました。「学校生活は楽しい」と

回答する子どもがほとんどでしたが、子ども同士のトラブルや悩みを抱えている子もいました。

担任が窓口となり、学校全体で解決していきます。

本校では、学習や健康などの学校生活での悩みについて、担任はもちろん、悩み相談員が対

応しています。お子様のことで気になることがありましたら、学校まで気軽にご相談ください。

悩み相談員・・・田中大地(生徒指導) 小林郁和(副教務) 淵上由美（養護教諭）
常世田満恵（特別支援コーディネーター）

※ＰＴＡから、体育館用ヒーターを寄贈していただきました。ありがとうございます。

５年席書会

３年席書会


